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それも、教会の事情によって異なってくると

思います。 

 アンデレ会のメンバーも限りがありますの

で、日頃から、教会員にこころの友伝道への

理解をしていただくようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S 姉は家庭の事情で、お姉さんと共にクリス

チャンのおじいさま、おばあさまに預けられ、

幼い時から教会に行くようになり、日曜日は

礼拝に出ることが生活の一部となりました。 

2018 年 10 月のある日、S 姉が当時礼拝出

席していた教会で、新宿西教会の伝道劇団の

公演案内のチラシをもらいました。その頃礼

拝後はしばらくの交わりののち帰宅、6 時に 

夕食、明日からの仕事に備えて早めに寝ると

いう生活パターンでしたから、自宅から遠い

新宿の教会で、夕方からの公演は行きたくな

い思いでしたが、「あら、お芝居ですか」と関

心がありそうにチラシを受け取ってしまった

手前、断り切れず劇団の公演を観るために新

宿西教会に来られたのです。 

2019 年 2 月、劇団のリーダー西田正兄が急

死しました。S 姉は仕事で参列できない劇団員

の息子さんの代理で葬儀に参列、その後、再度

息子さんと挨拶のつもりで新宿西教会の礼拝

に出席した時、6 月のチャペルシアターのチラ 

シを見て「朗読とバイオリン」の文字に目がと 

まりました。S 姉は誕生日にお子さんたちがバ

イオリンを一挺プレゼントとして用意してい

ることを知っていたので、特に渡辺康子さん

のバイオリン演奏に心惹かれたそうです。 

 

西川口教会は「こころの友伝道」紙を、奉仕者

だけではなく、普段から礼拝に集う教会員に

も配付しています。また、新来者への配慮につ

いても協力をお願いしています。 

 

 

 

 

 

6 月１６日の主日礼拝、S 姉の好きな聖句

「あなたがたは、この世では悩みがある、しか

し、勇気を出しなさい、わたしはすでに世に勝

っている」（ヨハネ１６：３３）が朗読された

時は「わたしは、主のみ名がおかれ、天から 

御目が注がれている教会に招かれている」と

強く思えた不思議な時間だったそうです。 

午後、チャペルシアターで讃美された讃美

歌４９４番に感動を覚えました。イエス様を

伝え続けたおじいちゃんのお墓に書かれてい

る「備えたもう主の道を、踏みて行かん一筋に」

だったからです。集会に参加しながら「しかし、

信じたことのない者を、どうして呼び求める

ことがあろうか。聞いたことのない者を、どう

して信じることがあろうか。 （次頁へ続く） 

 

 

美術展にて 
先日、美術展を見に行きました。 

十六人の方が出品され、ほとんどの方が人

物画でした。一人のモデルさんを描いておら

れるのです。そして、バックは各人自由で、と

ても苦労するとのことでした。花あり、飾り物

ありです。中でも青、黄そして少しの白を合わ

せて、みごとに仕上げをされた方のもありま

した。絵には余白があって本体が鮮やかに浮

かび上がるのだ、ということを知りました。 

私共には、神さまから賜物が与えられ、余白

は私共に委ねられています。 

その余白が、神さまを賛美するものであり

たい、と思います。    （潤子） 
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